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2008 年 5 月 8 日茨城県沖の地震の震源域周辺における小繰り返し地震活動 
2008 年 5 月８日 01 時 45 分に茨城県沖で M7.0 のプレート境界地震が発生した．この地震の周辺お

よび北東（福島～茨城県沖の海溝寄り）では，2008 年 2 月頃より小繰り返し地震活動が活発であっ

たことが分かった．さらに，この地震後には，その海溝側で活発な小繰り返し地震活動がみられた．

小繰り返し地震の活動は，その周囲の非地震性すべりを示していると考えられるため，福島～茨城県

沖の海溝寄りのプレート境界の一部で，M7.0 の地震発生前からプレート間のすべり速度が通常より

も速い状態であったこと，M7.0 の地震後，余効すべりが発生していることが示唆される．また，M7.0
の地震は，小繰り返し地震が比較的少ない場所で発生し，本震および余震は断層の上盤側が北アメリ

カプレート（オホーツクプレート）である場所で発生している．  
 

 
 
図１．福島・茨城県沖の地震活動．気象庁による震源を丸印，そのうちの小繰り返し地震を橙色丸，

M5 以上の地震を星印で示す．期間は，(a)2007 年 11 月 1 日－2008 年 1 月 31 日，(b)2008 年 2 月 1
日－4 月 30 日 (c) 2008 年 5 月 1 日－5 月 8 日 1 時 1 分（M6.4 の地震前まで）， (d) 2008 年 5 月 8
日 1 時 2 分－5 月 12 日．太線はフィリピン海プレートの北東端（内田・他, 2007），青色矩形は M7.0
の地震の余震活動が活発な領域を示す．2008 年 2 月頃から，M6.4 の地震の周辺やその北方で小繰

り返し地震の活動が活発であった．なお，小繰り返し地震の，同定は，内田・他(2007)と同様の波形

の相関を用いた方法を用い，1992 年以降の地震を解析した．解析には，東北大学の観測点のほか東

京大学の観測点を用いた． 
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図２．震源域周辺の小繰り返し地震グループの分布（丸印）．2008 年 2 月 1 日から 5 月 12 日までに

地震が発生したグループは発生時に対応した色をつけて示す．グループの位置は，そのグループに属

する地震の重心の位置であり，上記の期間に 2 度同じグループで小繰り返し地震が発生したグループ

は存在しない．ピンク及び青のコンターは，山中(2008，NGY 地震学ノート)による 2008 年 5 月 8
日 M6.4 および 5 月 8 日 M7.0 の地震のすべり量分布（M6.4 は 0.2m から 0.1m 間隔，M7.0 は 0.6m
から 0.3m 間隔）を示す．また，M5 以上の地震の震央を薄い灰色，M6 以上の地震の震央を濃い灰

色の星印で示す．青の線は図１と同様．M7.0 の地震のすべり域は，小繰り返し地震があまり分布し

ない場所に位置する．M6.4 の地震前の小繰り返し地震（暖色系）は，地震時すべり域周辺～北の領

域に分布する．直前の期間には，すべり域に近いもの（黄色）が存在する．M6.4 および M7.0 の地

震後には，主に M6.4 地震のすべり域近傍やその海溝側で小繰り返し地震が発生している． 
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図 3．M7.0 の地震の周囲の小繰り返し地震から推定した，プレート境界の準静的すべりの時間推移．

(a) 推定に用いた小繰り返し地震グループの位置（丸印）．a-h の矩形で示した領域の平均のすべりを

推定した．色がついている丸は，図 2 と同様に，2008 年 2 月 1 日から 5 月 12 日までに地震が発生

したグループでカラースケールも同様．コンター，青色矩形は図 2，黒太線は図 1 と同様．(b) 
1992-2008 年 5 月 12 日の積算すべり．(b) 最近１年間の積算すべり．図 b,c では，黒の縦線で 2008
年 1 月 1 日，赤の縦線で 2008 年 5 月 8 日の M6.4 の地震の発生時を示した．データの終わり（線の

右端は，2008 年 5 月 13 日． 


